










1.はじめに

古来、子どもは天からの授かりものといわれてきたが、近代の生殖の科学の進歩は、様相

を一変させた。今日、授精は人々がコントロールできるものであり、家族計画運動は避妊

の方法を広め、性教育が正しい妊娠と性病の予防について科学的根拠にもとづいた知識を

一般のものとするために積極的に行われている。そればかりでなく、性についての情報が

メディアを通じて広く流布されている。

それにもかかわらず、妊娠、出産は人の意のままになるものではない。これは突き詰める

と、男女の関係という古今東西かわらぬ愛情をめぐる問題と、社会的存在としての人の利

害と感情がさまざまに入り組んで関与しているからである。子を身ごもり産み育てるとい

う営みは両親となる大人の生き方に大きく影響するばかりではなく、これが両名に望まれ

ているかどうかは、そこに登場する子どもにとっても心身の健康に関与する重大な問題で

ある。

近年わが国では、両親が健在でありながら乳児院・養護施設に措置される子どもたちや、

家庭内で親によって虐待される子どもたちが増えつつあり注目されている。これらの背景

に、子どもの出生が望まれなかった例が少なくない。これらの子どもたちとその両親が抱

えている問題を明らかにし、その対応を検討することがこの班に課せられた課題である。


